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モダンなデザインで知られるスイスの一流時計ブランド、モバードは、1881年の誕生以来100件を超
える特許を取得しており、その優れた芸術性と革新性に対してこれまでに受賞した国際的な賞は200
を超えています。これはモバードの、特にMovado Museum® Watch (モバード	ミュージアムウォッチ)	
をはじめとする数々の有名なタイムピースの品質の高さを証明するものです。

1947年に、芸術家ネイサン・ジョージ・ホーウィットによりデザインされ、今日モダニズムの象徴とも
言われるこのミュージアム	ウオッチの文字盤は12時位置に配した一つのドットが正午の太陽をシン
ボリックに表現しており、時計の歴史上、他に類のない純粋なデザインとして賞賛されています。

のすべてのモバード腕時計の特徴は、革新の伝統と時間の未来にかける情熱が宿っていることです。
お買い上げありがとうございました。

ブランドについて
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すべての精密機械と同様、モバードの時計も優れた性能を保つために定期的なメンテナンスが必要です。メン
テナンスには、分解及び組み立て、クリーニング、部品の交換、および注油が含まれます。必要に応じた電池の交
換に加えて、3年から5年の間隔でメンテナンスをお奨めします。	

ご自分では絶対に時計のケース裏蓋を開けないでください。時計の修理または調整が必要な場合は、直接モ	
バード正規サービスセンターまで時計をお持ちいただくか、郵送してください。世界各国の完全な最新リストに
ついては、	https://repairs.mgiservice.com/movadoをご覧ください。

ご注意：モバード	ウォッチ	カンパニーは、正規サービスセンターで行われた修理についてのみ責任を負うもの
とします。	

衝撃
モバードの時計は耐衝撃性ムーブメントを採用、国際規格に基づく全数検査に合格しています。

埃（ほこり）
時計ケース、クリスタル、あるいはリューズが損なわれていると、時計内部に埃（ほこり）が入る可能性がありま
す。小さな粒子でもムーブメントを停止させるのに十分です。クリスタルがゆるんでいたり、欠けていたり、ひび
が入っていたり、ケースやリューズが傷んでいたりする場合は、早急に、修理をご依頼ください。

磁気
時計を強い磁場にさらすと、計時機能に影響を及ぼし、時計が止まる原因となります。クオーツ時計は、磁場から
解放されると本来の精度で再び作動し始めますが、機械式時計は、再び作動する前に消磁が必要となります。

防水機能		
モバードの時計はすべて、国際規格による防水検査に合格しています。	

ほとんどのスタイルは3気圧	(30メートル/	3ATM/99フィート)	までの防水機能を備えていますが、特定のモデル
は、文字盤またはケースの裏面に記されたとおりに、さらに高度の気圧と水深までの防水機能を備えています。

警告:	時計に防水機能の限度が表示されていない場合は、3気圧	(30メートル/	3ATM/99フィート)	を超える気
圧/水深での使用は避けてください。この状況で使用されると、時計が損傷する可能性があり、保証は無効になり
ます。	

重要：時計が濡れている時や水中では、リューズ、プッシュボタン（クロノグラフ	モデルの場合）、その他のプッ	
シャー/ボタンを操作しないでください。

ご注意：モバード	ウォッチ	カンパニーは、不適切な扱いや、ケース、リューズ、防水パッキン、クリスタルの破損に
よる浸水が原因で、またはこれに関連して生じた損傷については一切責任を負いません。

防水機能を保つためには年に1度のメンテナンスが必要です。ケースを密閉する防水パッキンとリューズは、通
常の使用条件下において磨耗・破損の対象となります。これらのパーツは、電池の交換などサービスの目的で時
計を開けるたびに点検し、必要に応じて交換する必要があります。
	

取扱い上のご注意とメンテナンス
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モバードの正規サービスセンターでは、すべてのアフターサービスのご依頼について、必ず規定点検としてお客
様の時計の防水機能を点検いたします。

その他のご注意：	
ねじ込み式リューズまたはプッシャーを備えている時計の場合、これらを操作した後に必ず、ケース内にしっかり
とねじ込んで/押し込んでください。

防水機能は時計ケースにのみ適用されます。一部のストラップは水中で使用したり濡らしたりしないようご注意
ください。「ストラップのお手入れ」の項を参照してください。

時計を急激な温度変化にさらすことは避けてください。

時計を固い床などに落としたり硬い表面にぶつけたりしないでください。時計が激しい衝撃を受けた場合はそ
の都度防水機能を点検する必要があります。

特に海水に触れた後など、定期的に真水で湿らせた柔らかい布で時計を拭いてください。

ストラップのお手入れ
時計ストラップの寿命は、お手入れの仕方や着け方、生活環境の気候などによって異なります。適切なお手入れ
により、寿命がより長くなります。	

レザーストラップは濡らさないようご注意ください。レザーストラップは、水に濡らすと脆くなって破れることもあ
ります。レザーの仕上げが長持ちするように、香水との接触はできるだけ避けてください。塩素処理された水や
塩水に触れた場合は、軽く真水で湿らせて汚れを拭き取ってから乾燥させてください。

ご注意：モバードの保証は、モバードの時計ストラップには適用されません。

電池について
モバードのクオーツ時計は、時計用の1.55V酸化銀電池を使用しており、電池の寿命は正常な使用でおよそ	
18～36ヶ月です。
	
ご注意：クロノグラフ	モデルのストップウォッチ機能など、特殊機能を頻繁に使用すると電池の寿命が短くなり
ます。

電池切れ予告機能：多くのモデルでは、電池消耗が近づくと秒針が4秒運針になり、電池を交換する必要がある
ことを知らせます。

電池の交換：モバードが推奨する交換用電池のみをご使用ください。電池の交換には、正規サービスセンターま
で時計をお持ちいただくか、郵送してください。使用済み電池は適切な方法で処分/リサイクルいたします。ご自
分で電池を交換することは避けてください。

取扱い上の注意とメンテナンス
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説明：
H – 時針		
M –	分針	
D –	曜日/日付ウィンドウ
1, 2, 3 –	リューズの位置
A – 曜日インジケータープレート
B –	日付インジケータープレート

リューズの位置:
位置1 –  通常の作動位置。リューズをケースに押し込

んだ状態。
位置2  –  日付と曜日合わせ: 

曜日合わせ: 
リューズを位置2の位置まで引き出します (
時計は作動しています)。希望の曜日が必要
な言語で表示されるまで、リューズを反時計
回りに回します。リューズを位置1まで押し戻
します。 

位置3  – 	時刻合わせの位置 
リューズを位置3まで引き出します (時計が
停止している状態)。現在の時刻が表示される
まで、リューズを回します。リューズを位置1ま
で押し戻します。

時刻合わせ:

1.  リューズを位置3まで引き出します。時計が停止し	
ます。

2.  リューズをいずれかの方向に回して正しい時間に針
を合わせます。

3.  リューズを位置1まで押し戻します。時計が再度動き
出します。正しい時刻に合わせます。

日付合わせ: 

1.  リューズを位置2まで引き出します。時計は動き続け
ます。

2.  曜日/日付ウィンドウDに正しい日付が表示されるま
でリューズを時計回りに回します。

3. リューズを位置1まで押し戻します。

曜日合わせ:

1.  リューズを位置2まで引き出します。時計は動き続け
ます。

2.  曜日/日付ウィンドウDに正しい日付が表示されるま
でリューズを反時計回りに回します。

3. リューズを位置1まで押し戻します。 

 標準2針	曜日/日付表示	-	クオーツ
BOLD Evolution Day Date (ボールド	エボリューション	デー	デート)	を含む

1    2    3

M
H

B D

A 

図A
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リューズの位置：
ポジション1	–		通常の作動位置。	

ケースに押し込んだ状態。

ポジション2	–		時刻合わせ：		
リューズをどちらかの方向に回転。

自動巻ムーブメントを手動で巻き上げるには：
自動巻時計のムーブメントは、通常の日常生活での腕
の動きによって十分に巻き上げられます。しかしなが
ら、時計を38時間以上着用せず、ムーブメントが停止
した場合は、時刻合わせを行う前に、手動でこれを巻
き上げる必要があります:	
1. ポジション1でリューズを時計回りに約20回回し	
ます。	

2. 上記の指示に従って時刻を合わせます。	

自動巻きの時計には電池はありません。手首の動きで
充電されます。時計を着用しないでいると、約38時間
で動かなくなります。時計を動かすには、秒針が動き出
すまでリューズを時計回りに約20～30回、回してくだ
さい。時刻と日付のリセットが必要になる場合があり	
ます。

2  標準2針モデルと3針モデル	
クオーツと自動巻

1881自動巻女性用とほとんどのMovado Museum Dial (モバード	ミュージアム	ダイアル)	ウォッチを含む

使用説明

図A
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3  標準3針	曜日/日付表示モデル
Museum Classic (ミュージアム	クラシック) 自動巻き、1881自動巻き男性用、Red Label (レッドラベル)、新型SEク
オーツとSE自動巻き、一部のSeries 800 (シリーズ800)	クオーツと新型Series 800 (シリーズ800) 自動巻き、一
部のVizio (ビジオ) クオーツと新型	Vizio (ビジオ) 自動巻き、およびMovado Heritage Series Datron (モバード	ヘ

リテージ	シリーズ	ダトロン) とDisco Volante (ディスコ	ヴォランテ) を含む

リューズの位置：
ポジション1	–		通常の作動位置。		

ケースに押し込んだ状態。
ポジション2	–		日付合わせ*：		

リューズを時計回りに回す。	
曜日合わせ*：		
リューズを反時計回りに回す。

ポジション3	–		時刻合わせ*：		
リューズをどちらかの方向に回す。

*	重要:	Vizio	(ビジオ	ピーク)	で自動日付変更中は午後
9時30分から午前3時の間に日付を設定しないでくだ
さい。この間に設定すると、メカニズムが損傷する可
能性があります。

*	ご注意：お買い上げいただいた時計がねじ込み式リ
ューズを備えている場合、日付（日付/曜日）または時
刻合わせを行う前に、まずリューズを反時計回りに約
6回まわしてロックを解除する必要があります。時刻/
日付（日付/曜日）合わせを行ったら、防水機能を確保
するため、リューズを必ずケースにしっかりとねじ込ん
でください。
	
自動巻ムーブメントを手動で巻き上げるには：
自動巻時計のムーブメントは、通常の日常生活での腕
の動きによって十分に巻き上げられます。しかしなが
ら、時計を38時間以上着用せず、ムーブメントが停止し
た場合は、時刻合わせを行う前に、手動でこれを巻き上
げる必要があります。	
1. ポジション1でリューズを時計回りに約20回回し	
ます。		

2. 上記の指示に従って時刻を合わせます。	

図B

図A
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4  標準3針自動巻き 
BOLD Fusion (ボールド ヒュージョン)自動巻きを含む 

凡例:
A – 日車
D – 日付窓
H – 時針
M – 分針
S – 秒針
1, 2, 3 – リューズの位置 

リューズの位置:
ポジション 1 –  作動中の通常の位置。 

リューズをケースに押し込んだ状態。 
ポジション 2 –  日付の調整:  

(時計が動いている状態で)リューズを
ポジション2に引き出します  
希望する日付が日付窓Dに表示される
まで、リューズを反時計回りに回しま
す。リューズをポジション1まで押し戻
します。

ポジション 3 –  時刻合わせポジション  
リューズをポジション3に引き出しま
す(時計は停止します)。  
希望の時刻が表示されるまで、リュー
ズをいずれかの方向に回します。リュ
ーズをポジション1に押し戻します。

自動巻きムーブメントを手巻きするには: 
通常の日常生活における腕の動きで、Movado (モ
バード)の自動巻き時計のムーブメントを巻き上げ
続けることができるはずです。ただし、時計を40時間
以上着用せず、ムーブメントが停止している場合は、
時刻を設定する前に次のように必ず手巻きしてくだ
さい。
1.  ポジション1でリューズを時計回りに約20回転さ

せます。 
2. 上記の説明に従って時刻を合わせます。 

自動巻き時計には、電池は含まれていません。時計
は手首の動きで充電されます。時計を着用しない場
合、約40時間で作動しなくなります。秒針が動き出
すまで、リューズを時計回りに20～30回ほど回転さ
せてください。大抵の場合、時刻と日付のリセットが
必要になります。

図A
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説明：
H – 時針
M –	分針
S – スモールセコンド針
C – クロノグラフ60秒計	
E – クロノグラフ30分計
F – クロノグラフ12時間計
D – 日付表示窓
1, 2, 3 – リューズの位置
A – クロノグラフ	プッシュボタン（スタート/ストップ）
B –  クロノグラフ	プッシュボタン（リセット）

リューズの位置：
位置1	–		通常の作動位置と手巻きの位置(リューズを

時計回りに回します)。
ご注意:	手巻きする前に必ずリューズを緩めてくだ
さい。

位置2	–		日付合わせ:	リューズを反時計方向に回し
ます。

位置3	–		リューズをいずれかの方向に回します。

このクオーツモデルは、分カウンター(30分まで)、時
間カウンター、スモール	セコンド	サブダイアル、中央
に配されたクロノグラフ1/4秒針、日付ウィンドウを備
えています。これらは1/4秒単位で最高12時間までの
イベントの計時が可能です。

ご注意:	ねじ込み式リューズの場合、日付、曜日、時
刻、手巻きを設定する前に、まずリューズを反時計回
りに6回ほど回して必ずロックを解除してください。時
刻、日付の設定後、耐水性を確保するために、必ずリュ
ーズをケースにねじ込んでください。

自動巻きムーブメントを手巻きするには:	
通常の日常生活における腕の動きで、Movado	(モバ
ード)の自動巻き時計のムーブメントを巻き上げ続け
ることができるはずです。ただし、時計を62時間以上
着用せず、ムーブメントが停止している場合は、時刻
を設定する前に必ず手巻きしてください。	
1.  1の位置でリューズを時計回りに20回ほど回しま
す。

2. 上記の説明に従って時刻を合わせます。

自動巻き時計には、電池は含まれていません。時計は
手首の動きで充電されます。時計を着用しない場合、
約62時間で作動しなくなります。秒針が動き出すま
で、リューズを時計回りに20～30回ほど回してくださ
い。大抵の場合、時刻と日付のリセットが必要になり
ます。

12

6

1 2 3

A
E                                 

B                            

M                                 

DF

C

S

H

図A

5  自動巻きクロノグラフ	
1/4秒	–	タイプA

SE自動巻きクロノグラフのモデルを含む
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5  自動巻きクロノグラフ	
1/4秒	–	タイプA

SE自動巻きクロノグラフのモデルを含む

時刻/日付の設定	

時刻を合わせるには:
1.  この機能を備えたモデルでは、ねじ込み式リューズ
のロックを解除します。操作方法については、「ねじ
込み式リューズ」の項をご覧ください。		

2. リューズを3の位置に引き出し、時計を停止させま
す。

3. 針が希望の時刻を示すまで、リューズをいずれかの
方向に回します。

4. リューズを1の位置に押し戻すと、時計が再度動き
出します。

5. ねじ込み式リューズを備えたモデルでは、リューズ
をケースに戻します。	

秒単位で正確に時刻を合わせるには:
1.  この機能を備えたモデルでは、ねじ込み式リューズ
のロックを解除します。		

2. スモールセカンド針Sが<<60>>の位置になった
ら、リューズを3の位置に引き出し、時計を停止させ
ます。

3. リューズを回して針を動かし、時刻を合わせます。日
付が正午ではなく深夜零時で変わることを確認しま
す。

4. 針を正しい時刻より少し進めてから、リューズを反
時計回りにゆっくりと回して、分針を正しい分マーカ
ーに合わせます。

5. 正確な時報(ラジオのニュース番組などの時報)を使
用します。正確な時刻を知らせる音が聞こえたら、す
ぐにリューズを1の位置に押し戻します。時計が再
び動き始め、正しい時刻が設定されます。	

6.  ねじ込み式リューズを備えたモデルでは、リューズ
をケースにねじ込みます。	

日付を修正するには(クイックモード):
1.  ねじ込み式リューズのロックを解除します。		
2. ロックを解除したリューズを2の位置に引き出しま
す。時計は動き続けます。

3. ウィンドウDに正しい日付が表示されるまで、リュー
ズを反時計回りに回します。

4. リューズを1の位置に押し戻し、リューズをケースに
ねじ込みます。

ご注意:	日付の自動変更が進行中に午後9時から深夜
零時の間に日付を調整すると、翌日の日付に設定され
ます。この時間帯にクイックモードで日付を修正した場
合、深夜零時に翌日の日付に自動的に変わらなくなり
ます。

クロノグラフの操作方法:

概要:
ボタンAとBを使用してクロノグラフを操作します。ボタ
ンAを初めて押すとクロノグラフが開始します。ボタン
Aをもう一度押すと、クロノグラフが停止し、経過時間
を読み取ることができます。ボタンAをさらにもう一度
押すとクロノグラフが再開されます。ボタンBを押すと
クロノグラフの針C、E、Fがゼロにリセットされます。

シンプルなクロノグラフ機能:
単一の連続しているイベントの経過時間を計測する
には:	
1.  ボタンAを押して、クロノグラフを開始します。		
2. ボタンAをもう一度押してクロノグラフを停止し、3
本のクロノグラフ針で示される経過時間を読み取り
ます。例えば、2時間、4分、38秒と3/4秒。

3. ボタンBを押して、クロノグラフ針をゼロにリセット
します。
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5  自動巻きクロノグラフ	
1/4秒	–	タイプA

Heritage Super Sub Sea(ヘリテッジ	スーパー	サブ	シー)	モデルを含む

説明：
H – 時針
M –	分針
S – スモールセコンド針
C – クロノグラフ60秒計	
E – クロノグラフ30分計
F – クロノグラフ12時間計
D – 日付表示窓
1, 2, 3 – リューズの位置
A – クロノグラフ	プッシュボタン（スタート/ストップ）
B –  クロノグラフ	プッシュボタン（スプリットタイム/	
リセット）

リューズの位置：
位置1	–		作動中の通常の位置。リューズをケースに

押し込んだ状態。
位置2	–		日付合わせ:	リューズを反時計方向に回し

ます。
位置3	–		リューズをいずれかの方向に回します。

このクオーツモデルは、分カウンター(30分まで)、時
間カウンター、スモール	セコンド	サブダイアル、中央
に配されたクロノグラフ1/4秒針、日付ウィンドウを備
えています。これらは1/4秒単位で最高12時間までの
イベントの計時が可能です。

ご注意:	ねじ込み式リューズの場合、日付、曜日、時
刻、手巻きを設定する前に、まずリューズを反時計回
りに6回ほど回して必ずロックを解除してください。時
刻、日付の設定後、耐水性を確保するために、必ずリュ
ーズをケースにねじ込んでください。

自動巻きムーブメントを手巻きするには:	
通常の日常生活における腕の動きで、Movado	(モバ
ード)の自動巻き時計のムーブメントを巻き上げ続け
ることができるはずです。ただし、時計を62時間以上
着用せず、ムーブメントが停止している場合は、時刻
を設定する前に必ず手巻きしてください。	
1.  1の位置でリューズを時計回りに20回ほど回しま
す。

2. 上記の説明に従って時刻を合わせます。

自動巻き時計には、電池は含まれていません。時計は
手首の動きで充電されます。時計を着用しない場合、
約62時間で作動しなくなります。秒針が動き出すま
で、リューズを時計回りに20～30回ほど回してくださ
い。大抵の場合、時刻と日付のリセットが必要になり
ます。
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5  自動巻きクロノグラフ	
1/4秒	–	タイプA

Heritage Super Sub Sea(ヘリテッジ	スーパー	サブ	シー)	モデルを含む

時刻/日付の設定	

時刻を合わせるには:
1.  この機能を備えたモデルでは、ねじ込み式リューズ
のロックを解除します。操作方法については、「ねじ
込み式リューズ」の項をご覧ください。		

2. リューズを3の位置に引き出し、時計を停止させま
す。

3. 針が希望の時刻を示すまで、リューズをいずれかの
方向に回します。

4. リューズを1の位置に押し戻すと、時計が再度動き
出します。

5. ねじ込み式リューズを備えたモデルでは、リューズ
をケースに戻します。	

秒単位で正確に時刻を合わせるには:
1.  この機能を備えたモデルでは、ねじ込み式リューズ
のロックを解除します。		

2. スモールセカンド針Sが<<60>>の位置になった
ら、リューズを3の位置に引き出し、時計を停止させ
ます。

3. リューズを回して針を動かし、時刻を合わせます。日
付が正午ではなく深夜零時で変わることを確認しま
す。

4. 針を正しい時刻より少し進めてから、リューズを反
時計回りにゆっくりと回して、分針を正しい分マーカ
ーに合わせます。

5. 正確な時報(ラジオのニュース番組などの時報)を使
用します。正確な時刻を知らせる音が聞こえたら、す
ぐにリューズを1の位置に押し戻します。時計が再
び動き始め、正しい時刻が設定されます。	

6.  ねじ込み式リューズを備えたモデルでは、リューズ
をケースにねじ込みます。	

日付を修正するには(クイックモード):
1.  ロックを解除したリューズを2の位置に引き出しま
す。時計は動き続けます。		

2. ウィンドウDに正しい日付が表示されるまで、リュー
ズを反時計回りに回します。

3. リューズを1の位置に押し戻し、リューズをケースに
ねじ込みます。

ご注意:	日付の自動変更が進行中に午後9時から深夜
零時の間に日付を調整すると、翌日の日付に設定され
ます。この時間帯にクイックモードで日付を修正した場
合、深夜零時に翌日の日付に自動的に変わらなくなり
ます。

クロノグラフの操作方法:

概要:
ボタンAとBを使用してクロノグラフを操作します。ボタ
ンAを初めて押すとクロノグラフが開始します。ボタン
Aをもう一度押すと、クロノグラフが停止し、経過時間
を読み取ることができます。ボタンAをさらにもう一度
押すとクロノグラフが再開されます。ボタンBを押すと
クロノグラフの針C、E、Fがゼロにリセットされます。

シンプルなクロノグラフ機能:
単一の連続しているイベントの経過時間を計測する
には:	
1.  ボタンAを押して、クロノグラフを開始します。		
2. ボタンAをもう一度押してクロノグラフを停止し、3
本のクロノグラフ針で示される経過時間を読み取り
ます。例えば、2時間、4分、38秒、3/4秒。

3. ボタンBを押して、クロノグラフ針をゼロにリセット
します。
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6  クオーツ	クロノグラフ	
1/1秒	–	タイプA

Series 800 (シリーズ800) クオーツクロノグラフとMovado BOLD (モバードボールド) TR90クロノグラフ

説明：
H – 時針
M –	分針
S – スモールセコンド針
C – クロノグラフ60秒計	
E – クロノグラフ30分計
F – クロノグラフ12時間計
D – 日付表示窓
1, 2, 3 – リューズの位置
A – クロノグラフ	プッシュボタン（スタート/ストップ）
B –  クロノグラフ	プッシュボタン（スプリットタイム/	
リセット）

これらのクロノグラフモデルは、分カウンター	
(30分）、時カウンター、スモールセコンドのサブダイ
アル、中央のクロノグラフ秒針、および日付表示窓ま
たはビッグデイト表示を備えています。1秒単位で、
連続して最高12時間までの計時が可能です。		

時刻/日付合わせ	

時刻合わせ：
1. 込み式リューズのロックを解除します（この機能が
付いたモデルの場合）。操作方法については「ねじ
込み式リューズ」を参照してください。

2. リューズをポジション3まで引き出します。時計は
停止します。

3. リューズをどちらかの方向に回して希望する時刻
に合わせます。

4. 操作を終えたらリューズをポジション1に押し戻し
ます。時計が再び動き始めます。

5. ねじ込み式リューズを備えたモデルの場合は、リュ
ーズをケースにねじ込みます。	

秒を正確に合わせるには：		
1. ねじ込み式リューズを備えたモデルの場合は、リュ
ーズのロックを解除します。

2. スモールセコンド針Sが	<<60>>	の位置に達する
と同時にリューズをポジション3まで引き出します。
時計は停止します。

3. リューズを回して針を正確な時刻にセットします。
このとき、日付が正午ではなく午前0時に変わるこ
とを確認してください。

4. 針を正確な時刻よりほんの少し先に移動し、リュー
ズを反時計回りにゆっくりと回して分針を正しい分
インデックスに合わせます。

5. 正確な時報（ラジオのニュース局の時報など）を利
用します。時報で正確な時刻が鳴った瞬間に、リュ
ーズをポジション1に押し戻します。これで時計は
正確な時刻にセットされ、再び動き始めます。

6. ねじ込み式リューズを備えたモデルの場合は、リュ
ーズをケースにねじ込みます。

図A

図B 
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日付合わせ（日付早送りモード）：	
1. ロックを解除したリューズをポジション2まで引き
出します。時計は作動し続けます。

2. リューズを時計回りに回して表示窓Dに正確な日付
を表示させます。

3. リューズをポジション1に押し戻してケース内にね
じ込みます。

ご注意：時計が自動日付変更中の午後9時から午前0
時までの間に日付合わせを行った場合は、日付を翌日
にセットする必要があります。この時間帯に日付早送
りモードを使って日付を修正した場合、日付は午前0
時に自動的に進みません	。

電池交換後の日付/時刻合わせ：	
1. ロックを解除したねじ込み式リューズをポジション

2まで引き出します。時計は作動し続けます。
2. リューズを時計回りに回して表示窓Dに昨日の日付
を表示させます。

3. リューズをポジション3まで引き出します。時計は
停止します。

4. リューズを時計回りに回して表示窓Dに正確な日付
を表示させます。

5. 引き続きリューズを時計回りに回して針を正確な
時刻に合わせます。

ご注意：時刻合わせのときに、AM/PMの表示に注意
してください。
6. リューズをポジション1に押し戻してケースにねじ
込みます。

クロノグラフ機能			

概要	
クロノグラフの操作にはボタンAとBを使用します。ボ
タンAを押すとクロノグラフがスタートします。もう一
度ボタンAを押すとクロノグラフが停止して、経過時間
を読み取ることができます。再度ボタンAを押すと再
びクロノグラフがスタートします。ボタンBを押すとク
ロノグラフ針C、E、およびFがゼロにリセットされます。
時刻合わせを行ってもクロノグラフは停止しません
が、リューズが引き出されているとボタンAとBの操作
はできません。

ご注意：クロノグラフをスタートさせる前に、リューズ
がポジション1、クロノグラフ針がゼロの位置になって
いる必要があります。クロノグラフ針をゼロにリセット
するにはボタンBを押してください。		
重要：リューズがポジション2または3に引き出されて
いるときは、プッシュボタンAまたはBを押さないでく
ださい。リューズがケースに押し込まれていない状態
で誤ってボタンAまたはBを押してしまった場合、クロ
ノグラフ針が連動しなくなる可能性があります。この
場合、後述の操作手順に従ってクロノグラフ針の同期
化を行ってください。

単純計時機能：	
ごく普通の競技のタイム｛経過時間｝を測定するには：
1. ボタンAを押してクロノグラフをスタートします。
2. もう一度ボタンAを押してクロノグラフを停止し、	

3本のクロノグラフ針でタイムを読み取ります	
（例：1時間、8分、47秒）。

3. ボタンBを押してクロノグラフ針をゼロにリセットし
ます。	

積算計時機能：
連続する短時間の競技の合計タイムを計測するには
（例えば何度もプレーが中断されるサッカーの試合
での実際のプレー時間など）：
1. ボタンAを押してクロノグラフをスタートします。
2. もう一度ボタンAを押してクロノグラフを停止し、
途中経過タイムを読み取ります（例：15分、22秒）。

3. もう一度ボタンAを押して計測を再開します。
4. もう一度ボタンAを押してクロノグラフをもう一度	
停止し、新たな途中経過タイムを読み取ります	
（例：28分、35秒）。
ご注意：クロノグラフを停止するたびに、クロノグラフ
針は合計積算時間を表示します。
5. ステップ1と2を繰り返して、各経過タイムを加算し
ます。

6. 最終的な積算時間の読み取りを行ったら、ボタンB	
を押してクロノグラフ針をゼロにリセットします。	

6  クオーツ	クロノグラフ	
1/1秒	–	タイプA

Series 800 (シリーズ800) クオーツクロノグラフとMovado BOLD (モバードボールド) TR90クロノグラフ
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スプリットタイムまたは中間タイム計測機能：	
レースの進行などの中間タイムを読み取るには：
1. ボタンAを押してクロノグラフをスタートします。
2. ボタンBを押してクロノグラフを一時停止します。
3. 中間タイムを読み取ります（例：11分、16秒）。
4. ボタンBを押して計測を再開します。3本のクロノグ
ラフ針は瞬時に計測中のタイムに追いつきます。

5. 2つ目のスプリットタイムを読み取るには、もう一度
ボタンBを押します。追加のスプリットタイムを計測
するには、ステップ2から4の操作を繰り返してくだ
さい。

6. ボタンAを押してクロノグラフを停止します。
7. 最終タイムを読み取ります（例：2時間、14分、	

7秒）。
8. ボタンBを押してクロノグラフ針をゼロにリセットし
ます。

クロノグラフ針の同期化：
電池交換後やエラー発生時には、クロノグラフ針（1本
または複数）を手動で調整して、すべてが正しくゼロ
位置に揃うようにする必要があります。		
ご注意：修正モードでは、プッシュボタンAを1回押し
て放すたびに機能中のクロノグラフ針が一刻みずつ
進みます。	針を素早く進めるには、プッシュボタンAを
押し続けてください。リューズをポジション1に押し戻
してケースにねじ込むことで、いつでも修正モードを
終了できます。

1. ロックを解除したリューズをポジション3まで引き
出します。

2. プッシュボタンAとBを同時に最低2秒間押し続ける
と、修正モードになりクロノグラフ秒針Cが1回転し
たら修正モードがアクティブになりますのでボタン
AとBを放します。

3. プッシュボタンAを使って中央のクロノグラフ秒針	
Cを調節します。

4. 針Cがゼロ位置に達したら、プッシュボタンBを押し
ます。

5. 次にプッシュボタンAを押してクロノグラフ分針Eを
調節します。

6. 針Eがゼロ位置に達したら、プッシュボタンBを押し
ます。

7. プッシュボタンAを押してクロノグラフ時針Fを調節
します。

8. 針Fがゼロ位置に達したら、リューズをポジション1
に押し戻し、ケースにねじ込みます。これでクロノグ
ラフ針はすべてゼロ位置に同期化され、クロノグラ
フが使用できる状態になります。

6  クオーツ	クロノグラフ	
1/1秒	–	タイプA

Series 800 (シリーズ800) クオーツクロノグラフとMovado BOLD (モバードボールド) TR90クロノグラフ
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7  クオーツ	クロノグラフ	
1/5秒	–	タイプB

一部の38 mm Movado BOLD	(モバードボールド)	クロノグラフモデル

説明：
H – 時針
M – 分針
C – クロノグラフ	1/5 秒針	
S – スモールセコンド針	
J – 曜日インジケーター針
D – 日付ウィンドウ/インジケーター	
E – クロノグラフ 30 分カウンター	
1, 2, 3 – リューズの位置
A – 開始/停止  
B – リセット

これらのクロノグラフ	モデルは、中央に付いた1.5秒
クロノグラフ針、分カウンター (30分まで)、スモール
セコンド	サブダイアル、日付ウィンドウ付き	(図	A)	
または日付インジケーター	サブダイアル	(図B)	の曜
日インジケーター	サブダイアルを備えています。これ
らは30分までの事象の持続時間を最も近い1/5秒
まで計測するのに使用できます。

時刻合わせ:	
1. 	リューズを3の位置に引き出します。時計	(スモール
セコンド針S)	は停止します。

ご注意:クロノグラフが作動中にリューズを3の位置に
引き出すと、時間の計測が停止されます。
2. リューズをいずれかの方向に回して時針Hと分針

Mを希望する時間に合わせます。AM/PMに注意し
て設定してください。	

3.	 リューズをポジション1に押し戻します。時計が再
度動き出します。	

曜日合わせ	(一部のモデル、図A):
1.		リューズを3の位置に引き出します。
2.	 リューズをいずれかの方向に回して曜日を合わせ
ます:	時針Hと分針Mが深夜0時	(24:00) を過ぎる
たびに曜日インジケーター針Jが1日後または前に
動きます。	

3.	 針Jが正しい曜日を示したら、リューズを回して時針
Hと分針Mを希望する時間に合わせます。AM/PM
に注意して設定してください。	

4.	 リューズをポジション1に押し戻します。

日付合わせ:	
1. リューズを2の位置に引き出します。
2. リューズを右回り	(図A)	または左回り	(図B)	に回し
て日付Dを合わせます。	

警告:	時計と分の針が午後9時から午前12時30分の
間にある時は、絶対に日付Dを設定しないでください。
この間に設定すると、カレンダーのメカニズムを損傷
する恐れがあります。これらの時間中にどうしても日付
をリセットする必要がある場合は、まず時針と分針を
これらの時間外のいずれかの時刻に動かして、次に
針を正しい時刻にリセットします。	

図A

図B
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3. リューズを1の位置に押し戻します。

クロノグラフを操作するには:
このクロノグラフは、最大2時間	(30分カウンター4回
転)	まで1/5秒ずつの単位で時間を計測して表示でき
ます。電池の寿命を節約するために、クロノグラフは
2時間続けて作動すると自動的に停止しリセットされ
ます。

シンプルなクロノグラフ機能:	
1. ボタンAを押してクロノグラフを開始します。クロノ
グラフの針CとEが動き出します。

2. ボタンAを押して、クロノグラフを停止して、針CとE
で示される経過時間を読みます。

3. ボタンBを押してクロノグラフの針を0にリセットし
ます。

積算計時機能:	
競技が繰り返し中断されるフットボールゲームの実際
の試合時間など、一連の短い事象の合計時間を計測
するには:
1.	ボタンAを押して、クロノグラフを開始します。
2. ボタンAをもう一度押して、クロノグラフを停止して
経過時間を読みます。

3. ボタンAをもう一度押して計測を再開します。
4.	ボタンAをさらにもう一度押して、クロノグラフを停
止して、新たな経過時間を読みます。

ご注意:クロノグラフを停止するたびに、クロノグラフ
の針は合計累積経過時間を示します。
5.	時間の間隔を追加するには、ステップ1と2を繰り
返します。	

6. 最終の積算時間を読み取ったら、ボタンBを押して
クロノグラフの針を0にリセットします。

	

スプリットタイムまたは中間時間機能:	
レースの進行中に中間時間を計るには:	
1. ボタンAを押して、クロノグラフを開始します。
2. ボタンBを押して、クロノグラフを一瞬停止します。
3. 中間時間を読みます。例:	11分、16.4秒。	
4.	ボタンBを押して、クロノグラフ機能を再開します。
クロノグラフの2つの針が進行中の事象にただち
に追いつきます。	

5. 2番目のスプリットタイムを計るには、ボタンBをも
う一度押します。	

希望に応じてステップ2と4を繰り返して、さらにスプリ
ットタイムを計ります。	
6. ボタAを押して、クロノグラフを停止します。
7. 最終時間を読みます。例:	24分、7.2秒。
8.	ボタンBを押して、クロノグラフの針を0にリセット
します。

クロノグラフの針をリセットするには:	
電池交換後、またはエラーの際に、必要に応じてクロ
ノグラフの針を再度0にすることができます。
ご注意:針を速く進めるには、ボタンを押して1秒以上
押したままにします。
	
リューズの位置2:
ボタンBを使って分カウンター針Eを合わせます。
	
リューズの位置3:	
ボタンAを使って1/5秒針Cを合わせます。

7  クオーツ	クロノグラフ	
1/5秒	–	タイプB

一部の38 mm Movado BOLD	(モバードボールド)	クロノグラフモデル
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8  クオーツ	クロノグラフ	
1/10秒	–	タイプB 

一部のVizio	(ビジオ)	クオーツ	クロノグラフ

説明：
H – 時針
M –	分針
C – クロノグラフ秒針			 	
E – クロノグラフ30分計	
G –	クロノグラフ1/10秒計										
S – スモールセコンド針																																								
D – 日付表示窓
1, 2, 3 – リューズの位置
A – クロノグラフ	プッシュボタン（スタート/ストップ）	
B –  クロノグラフ	プッシュボタン（スプリットタイム/	
リセット）

このクオーツクロノグラフモデルは、1/10秒計、分
カウンター（30分）、スモールセコンドのサブダイア
ル、中央のクロノグラフ秒針、および日付表示窓を備
えています。1/10秒単位で、最長29分59.9秒まで
の計時が可能です。

時刻/日付合わせ

時刻合わせ：
1. 最初にねじ込み式のリューズ	(スクリューダウン	ク
ラウン)	のロックを解除します。一部のモデルのみ。
操作方法については「ねじ込み式リューズ」を参照
してください。

2. スモールセコンド針Sが	<<60>>	の位置に達する
と同時にリューズをポジション3まで引き出します。
時計は停止します。

3. リューズを回して針を正確な時刻にセットします。
このとき、日付が正午ではなく午前0時に変わるこ
とを確認してください。

4. 針を正確な時刻よりほんの少し先に移動し、リュー
ズを反時計回りにゆっくりと回して分針Mを正しい
分インデックスに合わせます。

5. 正確な時報（ラジオのニュース局の時報など）を利
用します。時報で正確な時刻が鳴ったら、リューズ
をポジション1に押し戻します。これで時計は正確
な時刻にセットされ、再び動き始めます。

6. リューズをケースに戻します。一部のモデルのみ。
操作方法については「ねじ込み式リューズ」を参照
してください。

タイムゾーンと日付の修正：
1. リューズまたはロックを解除したねじ込み式のリュ
ーズを2の位置に引き出します。

2. リューズを回して時針Hを別のタイムゾーンの時刻
に合わせて進める・遅らせる、あるいは、夏時間/冬
時間調整を行います。

3. 日付Dを変更するには、時針Hを2周させて進めま
す。そうしないと、日付は正午に変更されます。これ
らの調整によって時計が止まったり、分針と秒針に
よる時刻表示に影響を及ぼすことはありません。

4. 針を合わせたら、ただちにリューズを1の位置に戻
して、一部のモデルではリューズをケースにねじ込
みます。	

クロノグラフ機能

概要
クロノグラフの操作にはボタンAとBを使用します。最
初にボタンAを押すとクロノグラフがスタートします。
クロノグラフが作動中に、クロノグラフ秒針Cが1周す
ると、分カウンターの針Eが1分進みます。1/10秒針	
Gは、クロノグラフが作動している間は動きません。も
う一度ボタンAを押すとクロノグラフが停止して、針G
が所定の1/10秒インデックスに移動します。ボタンB
を押すと針G、E、およびCがゼロにリセットされます。
時刻合わせを行ってもクロノグラフは停止しません
が、リューズが引き出されている限りボタンAとBの操
作はできません。			

図A



20

重要：クロノグラフをスタートさせる前に、リューズが
ポジション1、クロノグラフ針がゼロの位置になってい
る必要があります。クロノグラフ針をゼロにリセットす
るにはボタンBを押してください。リューズがポジショ
ン2または3に引き出されているときは、プッシュボタ
ンAまたはBを押さないでください。リューズがケース
に押し込まれていない状態で誤ってボタンAまたはB
を押してしまった場合、クロノグラフ針が連動しなくな
る可能性があります。この場合、次の操作手順に従っ
てください。		

クロノグラフ針の同期化：
電池交換後やエラー発生時には、必要に応じてクロノ
グラフ針をゼロ位置に揃えることができます。ボタン
をすばやく1回押して放すたびに、クロノグラフ針が1
刻みずつ進みます。針を素早く進めるには、プッシュボ
タンを1秒以上押し続けてください。

リューズの位置	2：
ボタンBを使ってクロノグラフ分針Eを調節。

リューズの位置 3：
ボタンAでクロノグラフ秒針Cを調節。
ボタンBで1/10秒針Gを調節。			

クロノグラフの操作

単純計時機能：
1. ボタンAを押してクロノグラフをスタートします。	
2. もう一度ボタンAを押してクロノグラフを停止し	
ます。

3. ボタンBを押してクロノグラフをゼロにリセットしま
す。		

積算計時機能：
1. ボタンAを押してクロノグラフをスタートします。	
2. もう一度ボタンAを押してクロノグラフを停止します。
3. もう一度ボタンAを押して計測を再開します。
4. 再度ボタンAを押すと、再びクロノグラフが停止し
ます。	

ご注意：クロノグラフを停止するたびに、クロノグラフ
針は合計積算時間を表示します。
5. ステップ1と2を繰り返して、各経過時間を追加します。
6. 最終的な積算時間の読み取りを行ったら、ボタン	

Bを押してクロノグラフ針をゼロにリセットします。	

スプリットタイムまたは中間タイム計測機能：
これらのモデルでは、レースの進行などの中間タイム
を読み取ることができます：　
1. ボタンAを押してクロノグラフをスタートします。
2. ボタンBを押してクロノグラフを一時停止します。
3. 中間タイムを読み取ります（例：10分、26秒、	

3/10秒）。
4. ボタンBを押して計測を再開します。クロノグラフ針
は計測中のタイムに瞬時に追いつきます。

5. 2つ目のスプリットタイムを読み取るには、もう一度
ボタンBを押します。追加のスプリットタイムを計測
するには、ステップ2から4の操作を繰り返してくだ
さい。

6. ボタンAを押してクロノグラフを停止します。
7. 最終タイムを読み取ります（例：27分、3秒、	

7/10秒）。
8. ボタンBを押してクロノグラフ針をゼロにリセットし
ます。		

第1位と第2位の結果：
これらのモデルでは、レースの進行などの中間タイム
を読み取ることができます：
1.	ボタンAを押してクロノグラフをスタートします。	
2.	 優勝者がゴールラインを通過した時点でボタン	

Bを押します。クロノグラフは停止します。	
3.	 次の走者がゴールラインを通過した時点で、ボタ
ンAを押します。

4.	文字盤に表示される優勝者のタイムを記録します。	
5.	 ボタンBを押します。クロノグラフ針が次の走者の
タイムに移動してこれを表示します。	

6.	 もう一度ボタンBを押してすべてのクロノグラフ針
をゼロにリセットします。

8  クオーツ	クロノグラフ	
1/10秒	–	タイプB 

一部のVizio	(ビジオ)	クオーツ	クロノグラフ
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9  クオーツ	クロノグラフ	
1/10秒	–	タイプC	

Movado Heritage Series Circa (モバード ヘリテッジ シリーズ サーカ)、 
Museum Sport (ミュージアム スポーツ) を含む

説明：
H – 時針
M – 分針
S – スモールセコンド針
C – クロノグラフ60秒計
E – クロノグラフ30分計		
F – クロノグラフ1/10秒計
D – ビッグデイト表示	
1, 2, 3 –	リューズの位置
A	–	クロノグラフ	プッシュボタン（スタート/ストップ）
B –		クロノグラフ	プッシュボタン（スプリットタイム/
リセット）

これらのクロノグラフ	モデルは、分カウンター（30
分）、1/10秒カウンター（30分経過すると時カウン
ターになる）、スモールセコンドのサブダイアル、中
央のクロノグラフ秒針、および一部のモデルでビッ
グデイト表示を備えています。1/10秒単位で最長
29分59.9秒まで、または1秒単位で最長9時間59
分59秒までの計時が可能です。	

時刻/日付合わせ

時刻合わせ：		
1. リューズをポジション3まで引き出します。時計は
停止します。

2. リューズをどちらかの方向に回して希望する時刻
に合わせます。

3. 操作を終えたらリューズをポジション1に押し戻し
ます。時計が再び動き始めます。

	
秒を正確に合わせるには：	
1. スモールセコンド針（S）が	<<60>>	の位置に達す
ると同時にリューズをポジション3まで引き出しま
す。時計は停止します。

2. リューズを回して針を正確な時刻にセットします。
このとき、日付が正午ではなく午前0時に変わるこ
とを確認してください。

3. 針を正確な時刻よりほんの少し先に移動し、リュー
ズを反時計回りにゆっくりと回して分針を正しい分
インデックスに合わせます。

4. 正確な時報（ラジオのニュース局の時報など）を利
用します。時報で正確な時刻が鳴った瞬間に、リュ
ーズをポジション1に押し戻します。これで時計は
正確な時刻にセットされ、再び動き始めます。

図A

図B
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ビッグデイト表示の修正（日付早送りモード）：
12時位置にビッグデイト表示を備えたモデルのみ	
（図Aを参照）	
1. リューズをポジション2まで引き出します。時計は作
動し続けます。

2. リューズを時計回りに回してビッグデイト表示Dに
正確な日付を表示させます。

3. リューズをポジション1に押し戻します。	
ご注意：時計の自動日付変更中の午後9時から午前0
時までの間に日付合わせを行った場合は、日付を翌日
にセットする必要があります。この時間帯に日付早送
りモードを使って日付を修正した場合、日付は午前0
時に自動的に進みません。

日付早送りモードを使用中にリューズを回すのが速
すぎると、日付が午前0時に正しく変更されない場合
があります。手動で日付を修正するには、リューズをポ
ジション2まで引き出し、時計回りに回して表示窓に正
しい日付を表示させてから、リューズをポジション1に
押し戻してください。

電池交換後の日付/時刻合わせ：
日付表示を備えていないモデルの場合は、上記の「時
刻合わせ」	の手順に従ってください。
12時位置にビッグデイト表示を備えたモデル（図Aを
参照）を参照：	
1. リューズをポジション2まで引き出します。時計は
作動し続けます。

2. リューズを時計回りに回して表示窓Dに昨日の日付
を表示させます。

3. リューズをポジション3まで引き出します。時計は停
止します。	

4. リューズを時計回りに回して表示窓Dに正確な日付
を表示させます。

5. 引き続きリューズを時計回りに回して針を正確な
時刻に合わせます。

ご注意：時刻合わせのときに、AM/PMの表示に注意
してください。
6. 操作を終えたらリューズをポジション1に押し戻し
ます。

クロノグラフ機能

概要
クロノグラフの操作にはボタンAとBを使用します。最
初にボタンAを押すとクロノグラフがスタートします。
もう一度ボタンAを押すとクロノグラフが停止して、経
過時間を読み取ることができます。再度ボタンAを押
すと再びクロノグラフがスタートします。ボタンBを押
すとクロノグラフ針C、E、およびFがゼロにリセットさ
れます。時刻合わせを行ってもクロノグラフは停止し
ませんが、リューズが引き出されている限りボタンAと
Bの操作はできません。
ご注意：クロノグラフをスタートさせる前に、リューズ
がポジション1、クロノグラフ針がゼロの位置になって
いる必要があります。クロノグラフ針をゼロにリセット
するにはボタンB を押してください。	
重要：リューズがポジション2または3に引き出されて
いるときは、プッシュボタンAまたはBを押さないでく
ださい。リューズがケースに押し込まれていない状態
で誤ってボタンAまたはBを押してしまった場合、クロ
ノグラフ針が連動しなくなる可能性があります。この
場合、後述の操作手順に従ってクロノグラフ針の同期
化を行ってください。	

単純計時機能：
普通の競技のタイムを測定するには：
1. ボタンAを押してクロノグラフをスタートします。
2. もう一度ボタンAを押してクロノグラフを停止し、	
クロノグラフ針でタイムを読み取ります	
（例：4分、38秒、7/10秒）。

3. ボタンBを押してクロノグラフ針をゼロにリセットし
ます。

積算計時機能：
連続する競技の合計タイムを計測するには（例えば何
度もプレーが中断されるサッカーの試合での実際の
プレー時間など）：
1. ボタンAを押してクロノグラフをスタートします。
2. もう一度ボタンAを押してクロノグラフを停止し、
経過時間を読み取ります（例：15分、5秒）。

9  クオーツ	クロノグラフ	
1/10秒	–	タイプC	

Movado Heritage Series Circa (モバード ヘリテッジ シリーズ サーカ)、 
Museum Sport (ミュージアム スポーツ) を含む
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3. もう一度ボタンAを押して計測を再開します。
4. もう一度ボタンAを押してクロノグラフをもう一	
度停止し、新たな経過時間を読み取ります（例：	
28分、10秒）。

ご注意：クロノグラフを停止するたびに、クロノグラフ
針は合計積算時間を表示します。
5. ステップ1と2を繰り返して、各経過時間を加算し	
ます。

6. 最終的な積算時間の読み取りを行ったら、ボタンB
を押してクロノグラフ針をゼロにリセットします。	

スプリットタイムまたは中間タイム計測機能：
レースの進行などの中間タイムを読み取るには：
1. ボタンAを押してクロノグラフをスタートします。
2. ボタンBを押してクロノグラフを一時停止します。
3. 中間タイムを読み取ります（例：10分、10秒）。
4. ボタンBを押して計測を再開します。3本のクロノグ
ラフ針は瞬時に計測中のタイムに追いつきます。

5. 2つ目のスプリットタイムを読み取るには、もう一度
ボタンBを押します。追加のスプリットタイムを計測
するには、ステップ2から4の操作を繰り返してくだ
さい。

6. ボタンAを押してクロノグラフを停止します。
7. 最終タイムを読み取ります（例：2時間、14分、	

7秒）。
8. ボタンBを押してクロノグラフ針をゼロにリセットし
ます。	

クロノグラフ針の同期化：
電池交換後やエラー発生時には、クロノグラフ針（1本
または複数）を手動で調整して、すべてが正確にゼロ
位置に揃うようにする必要があります。
ご注意：修正モードでは、プッシュボタンAを1回押し
て放すたびに機能中のクロノグラフ針が一刻みずつ
進みます。針を素早く進めるには、プッシュボタンAを
押し続けてください。リューズをポジション1に押し戻
すことで、いつでも修正モードを終了できます。
1. リューズをポジション3まで引き出します。
2. プッシュボタンAとBを同時に最低2秒押し続けると
修正モードに入り、クロノグラフ秒針Cが1回転した
ら修正モードがアクティブになりますのでボタンA
とBを放します。

3. プッシュボタンAを使って中央のクロノグラフ秒針	
Cを調節します。

4. 針Cがゼロ位置に達したら、プッシュボタンBを押し
ます。

5. 次にプッシュボタンAを押してクロノグラフの1/10
秒針Fを調節します。

6. 針Fがゼロ位置に達したら、プッシュボタンBを押し
ます。

7. プッシュボタンAを押してクロノグラフ分針Eを調節
します。

8. 針Eがゼロ位置に達したら、リューズをポジション1
に押し戻します。これでクロノグラフ針はゼロ位置
に揃い、クロノグラフが使用できる状態になり	
ます。

9  クオーツ	クロノグラフ	
1/10秒	–	タイプC	

Movado Heritage Series Circa (モバード ヘリテッジ シリーズ サーカ)、 
Museum Sport (ミュージアム スポーツ) を含む
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10  クオーツ	クロノグラフ	
1/10秒	–	タイプD	

一部の38 mm Movado BOLD (モバードボールド) クオーツクロノグラフを含む

説明：
H	–	時針
M	–	分針
C –	クロノグラフ秒針
E –	クロノグラフ30分計
G –	クロノグラフ1/10秒計
S –	スモールセコンド針
D –	日付表示窓
1, 2, 3 –	リューズの位置
A –	クロノグラフ	プッシュボタン（スタート/ストップ）
B –		クロノグラフ	プッシュボタン（スプリットタイム/	
リセット）

これらのクオーツ	クロノグラフ	モデルには、1/10秒
カウンター、分カウンター	(30分まで)、スモールセカン
ド	サブダイアル、曜日インジケーター	サブダイアル、
中央に付いているクロノグラフの秒針、日付ウィンド
ウがついています。これらは30分と60秒までの事象
の経過時間を最も近い1/10秒まで計測するのに使
用できます。

時刻/日付合わせ

時刻合わせ：
1. リューズをポジション3まで引き出します。時計は
停止します。

2. リューズをどちらかの方向に回して希望する時刻
に合わせます。このとき、日付が正午ではなく午前	
0時に変わることを確認してください。

ご注意：日付Dは、時針Hが時計回りに2周し、午前0時
を通過した時に1日進みます。
3. リューズをポジション1に押し戻します。時計が再
び動き始めます。

日付合わせ（リューズを用いた日付のクイック調整）：
1. リューズをポジション2まで引き出します。時計は
停止します。

2. リューズを反時計回りに回して日付を進めます。
3. 日付窓Dに正しい日付が表示されたら、リューズを
ポジション1に押し戻します。時計が再び動き始め
ます。

	
クロノグラフの機能

概要
クロノグラフの操作にはボタンAとBを使用します。最
初にボタンAを押すとクロノグラフがスタートします。
クロノグラフが作動中に、クロノグラフ秒針Cが1周す
ると、分カウンターの針Eが1分進みます。1/10秒針G
は、クロノグラフが作動している間は動きません。もう
一度ボタンAを押すと（2回目）クロノグラフが停止し
て、針Gが所定の1/10秒インデックスに移動します。
ボタンBを押すと針G、E、およびCがゼロにリセットさ
れます。時刻合わせを行ってもクロノグラフは停止し
ませんが、リューズの巻き真が引き出されている限り
ボタンAとBの操作はできません。
重要：クロノグラフをスタートさせる前に、リューズが
ポジション1、クロノグラフ針がゼロの位置になってい
る必要があります。クロノグラフ針をゼロにリセットす
るにはボタンBを押してください。リューズがポジショ
ン2または3に引き出されているときは、プッシュボタ
ンAまたはBを押さないでください。リューズがケース
に押し込まれていない状態で誤ってボタンAまたはB
を押してしまった場合、クロノグラフ針が連動しなくな
る可能性があります。この場合、次の操作手順に従っ
てください。

図A
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クロノグラフ針の同期化：
電池交換後やエラー発生時には、必要に応じてクロノ
グラフ針をゼロ位置に揃えることができます。ボタンを
すばやく1回押して放すたびに、クロノグラフ針が	
1刻みずつ進みます。針を素早く進めるには、プッシュ
ボタンを1秒以上押し続けてください。

リューズの位置2：
ボタンBを使ってクロノグラフ分針Eを調節。

リューズの位置3：
ボタンAでクロノグラフ秒針Cを調節。
ボタンBで1/10秒針Gを調節。

クロノグラフの操作

単純計時機能：	
1. ボタンAを押してクロノグラフをスタートします。
2. もう一度ボタンAを押してクロノグラフを停止し、	
タイムを読み取ります。

3. ボタンBを押してクロノグラフをゼロにリセットし	
ます。

積算計時機能：
1. ボタンAを押してクロノグラフをスタートします。	
2. もう一度ボタンAを押してクロノグラフを停止し	
ます。

3. もう一度ボタンAを押して計測を再開します。
4. 再度ボタンAを押すと、再びクロノグラフが停止しま
す。	

ご注意：クロノグラフを停止するたびに、クロノグラフ
針は合計積算時間を表示します。
5. ステップ1と2を繰り返して、各経過時間を追加し	
ます。

6. 最終的な積算時間の読み取りを行ったら、ボタンB	
を押してクロノグラフ針をゼロにリセットします。

スプリットタイムまたは中間タイム計測機能：
これらのモデルでは、レースの進行などの中間タイム
を読み取ることができます：
1. ボタンAを押してクロノグラフをスタートします。
2. ボタンBを押してクロノグラフを一時停止します。
3. 中間タイムを読み取ります（例：10分、26秒、	

3/10秒）。
4. ボタンBを押して計測を再開します。クロノグラフ針
は計測中のタイムに瞬時に追いつきます。

5. 2つ目のスプリットタイムを読み取るには、もう一度
ボタンBを押します。追加のスプリットタイムを計測
するには、ステップ2から4の操作を繰り返してくだ
さい。

6. ボタンAを押してクロノグラフを停止します。
7. 最終タイムを読み取ります（例：27分、3秒、7/10
秒）。

8. ボタンBを押してクロノグラフ針をゼロにリセットし
ます。

10  クオーツ	クロノグラフ	
1/10秒	–	タイプD	

一部の38 mm Movado BOLD (モバードボールド) クオーツクロノグラフを含む
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凡例:
H	–	時針	
M	–	分針
S	–	スモールセカンド針	
C –	クロノグラフ秒カウンター
E	–	クロノグラフ30分カウンター
F –	曜日インジケーター
D –	日付ウィンドウ
1、2、3	–	リューズの位置
A	–	クロノグラフ	プッシュボタン	(開始/停止)	
B	–		クロノグラフ	プッシュボタン	(スプリットタイム/リ
セット)

これらのクロノグラフモデルには、中央に付いている
クロノグラフの秒針、分カウンター	(30分まで)	サブダ
イアル、スモールセカンドサブダイアル、曜日インジケ
ーター	サブダイアル、日付ウィンドウがついています。
これらは30分までの事象の持続時間を最も近い秒ま
で計測するのに使用できます。	

時刻/日付合わせ

時刻合わせ：	
1. リューズを3の位置に引き出します。時計が停止し
ます。

2. リューズをいずれかの方向に回して希望する時間
に針を合わせます。

3. リューズを1の位置に押し戻します。時計が再度動
き出します。	

秒を正確に合わせて時刻を設定するには：		
1. スモールセカンド針Sが <<60>> の位置になった
ら、リューズを3の位置に引き出します。時計が停止
します。

2. リューズをどちらかの方向に回して時刻を合わせ
ます。日付が正午ではなく深夜零時に変わることを
確認してください。	

3. 針を正しい時刻より少し進めてから、リューズを反
時計回りにゆっくりと回して、分針を正しい分マー
カーに合わせます。

4. 正確な時報	(たとえば、ラジオの時報)	を使用しま
す。聞こえる音の時報が正確な時間を伝えたら、リ
ューズを1の位置に押し戻します。時計が再び動き
始め、正しい時刻が設定されました。

日付のクイック調整： 
1. リューズを2の位置に引き出します。時計は動き続
けます。

2. Dの下に正しい日付が表示されるまで、リューズを
時計回りに回します。

3. リューズを1の位置に押し戻します。
ご注意：	日付の自動変更が進行中の午後9時45分か
ら午前0時0分の間に日付を調整すると、翌日の日付
が設定されます。これらの時間中にクイック調整を使
って日付を合わせた場合は、深夜0時に日付が自動的
に進みません。

日付、曜日、時刻を合わせるには：
例：	時計の日付/時刻が:	[17] 01:25/MONになって
いて現在の日付/時刻が	[23] 20:35/THUの場合
1. リューズを3の位置に引き出します。時計が停止し
ます。

2. サブダイアル	Fが昨日の曜日 (WED) を示すまでリ
ューズを時計回りに回します。 	

3. リューズを2の位置に押し戻します。
4. ウィンドウ	Dの下に昨日の日付 (22) が表示される
まで、リューズを時計回りに回します。

図A

11  クオーツ	クロノグラフ
1/1秒	–	タイプC

Movado Heritage Series Calendoplan	(モバード	ヘリテッジ	シリーズ	カレンドプラン)	クロノグラフ	モデルを含む
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5. リューズを 3 の位置に引き出します。時計が停止し
ます。

6. ウィンドウ	D	に正しい日付 (23) が表示され、サブダ
イアル針Fが正しい曜日(THU) を示すまで、リューズ
を時計回りに回します。 	

7. 時針と分針が正しい時刻	(8:35 PM) を示すまでリ
ューズを反時計回りに回し続けます。AM/PMに注
意して設定してください。

8. リューズを1の位置に押し戻し、ケースにねじ込み
ます。

クロノグラフ機能

概要
ボタンAとBを使用してクロノグラフを操作します。ボタ
ンAを初めて押すとクロノグラフが開始します。ボタン
Aをもう一度押して、クロノグラフを停止して経過時間
を読みます。ボタンAをもう一度押すとクロノグラフが
再度開始します。ボタンBを押すとクロノグラフの針C
とEが0にリセットされます。時刻を合わせるとクロノグ
ラフは停止しませんが、リューズが引き出されている
間はボタンAとBがブロックされます。
ご注意：	クロノグラフを開始する前に、リューズが1の
位置になり、針が0になっていなければなりません。ボ
タンBを押して、クロノグラフの針を0にリセットします。	
重要：	リューズが2または3の位置に引き出されている
ときには、ボタンAまたはBを押さないでください。リュ
ーズをがケースに寄せられていないときに誤ってボタ
ンAまたはBを作動させると、1つ以上のクロノグラフ
の針が同期しなくなることがあります。そうなった場合
は、このセクションの終わりにあるクロノグラフの針の
同期化の手順に従ってください。

シンプルなクロノグラフ機能：
単一の連続している事象の持続時間を計測するには：
1. ボタンAを押して、クロノグラフを開始します。
2. もう一度ボタンAを押してクロノグラフを停止し、ク
ロノグラフの2つの針で示される経過時間を読みま
す。例：	20分、38秒

3. ボタンBを押してクロノグラフの針を0にリセットし
ます。

積算時間機能：
競技が繰り返し中断されるフットボールゲームの実際
の試合時間など、一連の短い事象の合計時間を計測
するには：
1. ボタンAを押して、クロノグラフを開始します。
2. ボタンAをもう一度押して、クロノグラフを停止して
経過時間を読みます。例：	15分、5秒

3. ボタンAをもう一度押して計測を再開します。
4. ボタンAをもう一度押して、新たな経過時間を読み
ます。例：	20分、17分。

ご注意：	クロノグラフを停止するたびに、クロノグラ
フの針は合計積算時間を示します。
5. 時間の間隔を追加するには、ステップ1と2を繰り返
します。	

6. 最終の積算時間を読み取ったら、ボタンBを押して
クロノグラフの針を0にリセットします。

スプリットタイムまたは中間時間機能：
レースの進行中に中間時間を計るには：
1. ボタンAを押して、クロノグラフを開始します。
2. ボタンBを押して、クロノグラフを一瞬停止します。
3. 中間時間を読みます。例：	20分、17秒。
4. ボタンBボタンを押して、クロノグラフ機能を再開し
ます。クロノグラフの2つの針が進行中の事象にた
だちに追いつきます。	

5. 2番目のスプリットタイムを計るには、ボタンBをも
う一度押します。	

希望に応じてステップ2と4を繰り返して、さらにスプ
リットタイムを計ります。	
6. ボタンAを押して、クロノグラフを停止します。
7. 中間時間を読みます。例：	29分、7秒。
8. ボタンBを押して、クロノグラフの針を0にリセットし
ます。

11  クオーツ	クロノグラフ
1/1秒	–	タイプC

Movado Heritage Series Calendoplan	(モバード	ヘリテッジ	シリーズ	カレンドプラン)	クロノグラフ	モデルを含む
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クロノグラフの針の同期化：
電池交換後またはエラーが起きた場合に、クロノグラ
フの1つまたは両方の針が0の位置に正しく揃うように
手動で調整する必要が生じることがあります。	
ご注意：	修正モードでは、プッシュボタンAを押して放
すたびに、アクティブなクロノグラフの針が1刻みずつ
進みます。針を速く進めるには、ボタンAを押したまま
にします。	
リューズを1の位置に戻して、いつでも修正モードを終
了できます。
1. リューズを3の位置に引き出します。	
2. プッシュボタンAとBを同時に少なくとも2秒押し続
けて修正モードにします。クロノグラフの秒針Cが
360°回転すると、修正モードになります。ボタンAと
Bを放します。	

3. プッシュボタンAを使って、中央に付いたクロノグラ
フの針Cを合わせます。	

4. 針Cが0の位置になったら、プッシュボタンBを押し
ます。

5. プッシュボタンAを押して分カウンター針Eを合わせ
ます。	

6. 針Eが0の位置になったら、プッシュボタンBを押し
ます。

7. リューズを1の位置に押し戻します。	
これでクロノグラフ針は0の位置に同期され、クロノ
グラフが使用できる状態になります。

11  クオーツ	クロノグラフ
1/1秒	–	タイプC

Movado Heritage Series Calendoplan	(モバード	ヘリテッジ	シリーズ	カレンドプラン)	クロノグラフ	モデルを含む
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モバードの限定スポーツモデルは、経過時間を計測するための逆回転防止ベゼルを備えています。目盛りが彫
り込まれたベゼルは反時計回りにのみ回転します。このベゼルを使用すると、例えば、シュノーケリングや同様の
スポーツの計時において残り分数をモニターすることができます。
1. ベゼルの矢印マーカーを分針の現在位置に合わせます。	
2. 分針は文字盤上で進むため、これがベゼル上で指し示す数値は、計時が開始されてからの経過分数		
(1～59分)を表します。		

3.	ベゼルを使用しない時には、反時計回りに回してマーカーが12時の位置に来るようにしてください。

特徴
A 		回転ベゼル
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モバードの多くのスポーツウォッチとクロノグラフは、特別なねじ込み式リューズを備えており、水や湿気から	
ケースを保護します。時刻・日付合わせを行う時は、先ずねじ込み式リューズを反時計回りに回して緩め（約6回
転）、ロックを解除します。

説明にしたがって時刻・日付合わせを完了したら、防水機能を確保するため、リューズをケース内にしっかりとね
じ込んでください:	
1. リューズをポジション1に戻し、ケースに押し込みます。
2. リューズをそっと押しながら時計回りに回します。
3. 抵抗を感じるまでリューズを回転します。締め付けすぎないようにしてください。

特徴
B 		ねじ込み式リューズ
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特徴
C 		回転反射リング

Movado BOLD(モバード	ボールド)	の特定モデルには、経過時間の計測用に回転反射リングが搭載さ
れています。クリスタルの下、2時の位置にあるねじ込み式リューズで調節する反射リングは、例えば、パ
ーキングメーターに料金を投入した時間など、一定時刻からの経過時間を分単位でモニターするのに
使用できます:

1.		ねじ込み式反射リングのリューズのロックを解除するには、リューズが飛び出るまで、軽く押しなが
ら、反時計方向に6回ほど回転させます。

2.		腕時計のダイアルの分針の現在位置と、反射リングの矢印マーカーが揃うよう、いずれかの方向にリ
ューズを回転させます。

3.		反射リングのリューズをねじ込んでケースに戻すには、軽くリューズを押しながら、抵抗を感じるまで
時計方向に回転させます。締め過ぎないようにしてください。

4.		分針がダイアルの周囲を進み、それが反射リング上で指す数字が、時間の計測開始からの経過時間
（1～59）を示します。

5.		使用中でない場合は、12時の位置に反射リングの矢印を合わせ、防水性を確保するため、反射リン
グがねじ込まれてケース内に元通りに収まっていることを確認します。
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特徴
D 		交換可能なストラップ

Movado Heritage Series (モバード	ヘリテッジ	シリーズ)モデルを含む

一部のMovado (モバード)	の腕時計のストラップは、Movado.comでお求めいただくアクセサリー	ストラップに
付属しているストラップ用の工具を使って簡単に交換できます。幅の狭い先端と幅の広い圧縮可能な中間部分
を備えたネジ棒またはテンション	スタイルのピンは、ラグの小さな穴を通してストラップを時計のケースに取り
付けるのに使用します。

ストラップ用の工具の二股の端は、ピンのより広い部分に圧力を加え圧縮してストラップを取り外す、または取り
付けるために使用します。尖った端を使用してストラップからピンを押し出します。新しいストラップで使用する
ことができます。

ストラップを取り外すに
は：
1. 時計を傷つけないよう
に布または柔らな表面
の上に時計の面を下向
きにして置いて、ストラ
ップ用の工具の二股の
端を時計のラグとスト
ラップの間にしっかりと
挿入します。図	A。

2. 横に圧力を加えて、ピ
ンをストラップの中央
に向けて圧縮します。
図	B。

3. ピンの先端がその側
のラグの穴から外れた
ら、ストラップをそっと
動かしてケースに通し
ます。ピンのもう一方の
端が反対側のラグの穴
から簡単に飛び出し、
時計のケースからスト
ラップが外れます。	
図	C。
上記の手順を繰り返し
て、ストラップの残りの
半分を取り外します。

図	A

図	B

図	C

図	D

図	E

図	F

ストラップを取り付ける
には：
ご注意：ストラップのバッ
クルの端は、ケースの上部
または12時側に取り付け
る必要があります。
必要に応じて、ストラップ
用の工具の尖った端を使
用して、ストラップからピ
ンを取り外し、新しいスト
ラップの中心に正しく配置
します。
1. 時計を傷つけないよう
に、布または柔らな表
面の上に時計の面を下
向きにして置きます。

2. ストラップの半分を下に
して、ピンの先端をラグ
の穴に挿入します。	
図	D。

3. ストラップ用の工具の二
股の端を使用してスト
ラップの空いている端
に軽い圧力を加え、バ
ネ棒ピンをストラップの
中央に向かって圧縮し
ます。図	E。

4. ストラップを2つのラグ
の間の位置に動かし、
ゆっくりと圧力を開放し
て、残りのピンの先端を
その側面のラグの穴に
通します。図	F。

5. ストラップにそっと引っ
張って、バネ棒の両端が
ラグの穴に正しく固定
されていることを確認
します。	
上記の手順を繰り返し
て、ストラップの残りの
半分を取り付けます。



33

特徴
E 		メッシュブレスレットのサイズ調整

一部のモデルで使われているメッシュブレスレットには、ジュエリ
ークラスプのフックが付いているので、クラスプのピンバーの部分
をブレスレットに沿ってスライドさせ、手首に合わせてブレスレット
の長さを変更できます。

上の図：スライド式の留め金の半分のピンバーが閉じている状態
のメッシュブレスレットの面を上にします。

ブレスレットの長さを変更するには：

1. 小さなマイナスドライバーなどの工具を使って、留め金の金属
板を開いて、留め金のロックメカニズムを解除します。

2. メッシュブレスレットに沿って留め金のピンバーの部分をいず
れかの方向にスライドさせて希望する位置に置きます。

3.	金属板を閉じて、留め金のピンバーをブレスレットの新しい位置
で	ロックします。

1. Normal Position

Slide Buckle Adjustments

2. Pull the metal plate with tools

3. Move the slide buckle to the correct position

4. Close the metal plate

1. Normal Position

Slide Buckle Adjustments

2. Pull the metal plate with tools

3. Move the slide buckle to the correct position

4. Close the metal plate

1. Normal Position

Slide Buckle Adjustments

2. Pull the metal plate with tools

3. Move the slide buckle to the correct position

4. Close the metal plate

1. Normal Position

Slide Buckle Adjustments

2. Pull the metal plate with tools

3. Move the slide buckle to the correct position

4. Close the metal plate
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モバードの時計について点検や修理が必要な場合は、モバード正規サービスセンターまで時計をお持ちいただ
くか、郵送してください。世界各国の完全な最新リストについては、	https://repairs.mgiservice.com/movadoをご
覧ください。

梱包と郵送についての	ご注意
返送先の住所と電話番号をもれなく記載し、さらに時計に生じた問題および/または必要なサービスについての
簡単な説明も明記してください。点検・修理を希望する項目をすべて列記してください。		

時計は、衝撃から保護されるよう、クッション材を用いてしっかりと梱包し、頑丈な箱に入れてテープで密閉して
ください。時計のオリジナルのギフトボックスは発送に使用しないでください。	

書留郵便を利用し、時計に再取得価額全体をカバーする保険をかけてください。

アフターサービスのオンライン追跡	
米国では、アフターサービスのためにMoonachie(ニュージャージー州)のモバードに直接時計を送付いただいた
お客様には、個別のユーザーIDとパスワードを記した受領確認書をお送りいたします。ユーザーIDとパスワードを
用いると、セキュリティが確保されている当社のインターネットサイト：	https://repairs.mgiservice.com/movadoを
通じてオンラインで時計のアフターサービスについて承認・追跡することができます。	

保証期間中のアフターサービス
MOVADO (モバード)	の時計は、お買い上げ日より2年間にわたり限定保証を提供しております。保証サービスを
受けるには、有効な購入証明書を提示する必要があります。詳細については、「保証について」をご覧ください。		
ご注意：モバードは、製品の故障または作動不良から偶発的あるいは結果的に生じるあらゆる損害について責
任を負いません。

アフターサービス
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Movado	(モバード)	の腕時計はデザインが美しいだけでなく、正確で信頼性の高いパフォーマンスをお届けす
るために、上質な素材と部品を使って入念に制作されています。当社は販売する各	Movado	(モバード)	腕時計
に誇りをもっています。

Movado	(モバード)	限定保証	
Movado (モバード)	は、当社の時計をお買い上げのお客様	(オリジナル購入者)	に向け、通常の使用方法下での
材質または製造上の欠陥に対する保証をお買い上げ日より2年間にわたり提供しております。

本保証の対象となる欠陥に対する当社の責任は、欠陥のある時計を無料で修理または	(Movado (モバード)		の
独自の裁量において)	交換することに限定されます。	

本保証の対象外事項は、アナログ電池、ストラップ、ブレスレット、クリスタル、金メッキ、イオンプレーティン
グ、PVD仕上げのほか、通常の使用・事故・誤った使用法による傷や損傷、Movado	(モバード)	の認定サービスセ
ンター以外による改造・サービス・修理等に起因する損傷も保証の対象外となります。	

本保証は、時計を	Movado (モバード)	認定小売店で購入し、小売店の名前および	Movado	(モバード)	ウォッチ
のスタイル番号、お買い上げ日が明記されている販売レシートまたはギフトレシートを購入証明書として提示し
ない場合は無効となります。

小売業者が提供する上記以外の保証は、全面的にその小売業者の責任となります。いかなる個人または会社に
も、本保証の内容を変更する権限はありません。本保証は消費者特定の法的権利を付与するものです。国や州
によっては、消費者に上記以外の法的権利が付与される場合もあります。ただし、法律で禁止されない範囲にお
いて、本限定保証は独占的であり、口頭、書面、法令の、明示的または暗示的	(商品性または特定の目的への適合
性の保証を含むがそれらに限定されない)	他のすべての保証の代わりとなり、それらのすべては明示的に否認
されます。	

モバードの保証サービスについては、モバードの正規サービスセンターにお問い合わせください。最寄の正規
サービスセンターを検索するには、https://repairs.mgiservice.com/movadoにアクセスしてモバードのブラン
ドのロゴをクリックして、「CREATE YOUR ACCOUNT」(アカウントの作成)	ボックスのポップアップで右側にある
「FIND A RETAILER OR WATCH REPAIR LOCATION」(小売店または時計修理センターの検索)	ボタンをクリック
します。今アクセスするには、ここをクリックしてください。	

ご注意：モバード	スマートウォッチの保証については、ここをクリックしてください。

保証について

http://mgiservice.com
http://mgiservice.com
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お住まいのグローバル地域の認定サービスセンターを探すには、https://repairs.mgiservice.com/movadoにア
クセスして、Movado	ブランドのロゴをクリックして、画面の左側にある「FIND AN AUTHORIZED WATCH REPAIR 
LOCATION」	(認定時計修理センターを検索)	をクリックしてください。	今すぐアクセスするには、ここをクリックし
てください。

モバード正規サービスセンター	

http://www.mgiservice.com/movado/
http://www.mgiservice.com/movado/

